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知
ら
せ

お 知 ら せ 版Information

禁
煙
週
間

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月
31
日

（
土
）
の
世
界
禁
煙
デ
ー
か
ら
始

ま
る
１
週
間
（
５
月
31
日
〜
６
月

６
日
）
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
家
族
や
健
康
を
守
る
た

め
、
ま
た
快
適
な
環
境
で
生
活
す

る
た
め
に
、
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と

に
よ
る
健
康
問
題
や
た
ば
こ
を
吸

う
時
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

家
電
４
品
目
は
、
適
正
に

処
分
し
ま
し
ょ
う

　

家
電
４
品
目
と
呼
ば
れ
て
い
る

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
適

正
に
処
分
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
を
収
集
・

運
搬
す
る
に
は
、
市
の
許
可
が
必

要
で
す
。
も
し
、
無
許
可
で
収
集

し
た
と
き
は
、
法
律
違
反
と
し
て
、

最
高
で
５
年
以
下
の
懲
役
、
又
は

３
億
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

　

無
許
可
で
収
集
運
搬
し
て
い
る

業
者
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
次
の
①
又
は
②
の
方

法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

●
処
分
方
法

① 

購
入
し
た
店
、
又
は
新
し
く
買

い
換
え
る
店
に
依
頼
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
と
店
の
収
集
運

搬
料
金
を
支
払
っ
て
処
分
す
る
。

② 

廃
棄
す
る
家
電
品
の
メ
ー
カ
ー

を
調
べ
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
を
振
込
、
発
行
さ
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
持
っ
て
、
次

の
引
取
場
所
に
持
ち
込
む
。

○
持
増
産
業
㈱　

上
高
隈
町

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

２
６
９
０

○
久
留
米
運
送
㈱　

永
野
田
町

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

６
２
５
１

● 

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
＝
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
セ
ン
タ
ー

　

 （
☎
０
１
２
０ｰ

３
１
９
６
４
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
生
活
環
境
課
（
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

第
56
回
水
道
週
間

　
「
お
い
し
い
な 

だ
い
じ
な
お
水    

ご
く
ご
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

６
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

は
水
道
週
間
で
す
。

　

市
で
は
「
安
全
・
安
定
給
水
」

に
努
め
、
災
害
に
強
い
水
道
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
・
カ

ヌ
ー
体
験
教
室
」
の
参
加

者
を
募
集

●
日
時
＝
７
月
５
日
（
土
）

　

９
時
〜

●
場
所
＝
大
隅
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

●
対
象
者
＝
小
学
生
及
び
保
護
者

●
定
員
＝
40
人

●
準
備
す
る
も
の
＝
運
動
に
適

し
た
服
装
、
水
着
、
着
替
え
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
日
焼
け
止
め
、

飲
み
物
、
ス
リ
ッ
パ

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
６
月
25
日
（
水
）

問
県
ボ
ー
ト
協
会
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０ｰ

５
９
２
０ｰ

４
４
３
０

放
送
大
学
10
月
入
学
生
を

募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
様
々
な

目
的
を
持
っ
た
幅
広
い
世
代
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

　

 

科
目
履
修
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

 

選
科
履
修
生
＝
１
年
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

 

全
科
履
修
生
＝
４
年
以
上
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す

○
大
学
院

　

 

修
士
科
目
生
＝
６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

　

 

修
士
選
科
生
＝
１
年
間
在
学

し
、
希
望
科
目
を
履
修

● 

応
募
期
間
＝
６
月
15
日
（
日
）

〜
８
月
31
日
（
日
）

※ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け

付
け
ま
す
。

問
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９ｰ
２
３
９ｰ

３
８
１
１

「
０
円
で
８
割
を
リ
ピ
ー

タ
ー
に
す
る
集
客
術
」
の

受
講
者
を
募
集

●
日
時
＝
６
月
12
日
（
木
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

● 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

●
定
員
＝
50
人
（
定
員
と
な
り
次

　

第
締
め
切
り
）

●
受
講
料

○
鹿
屋
商
工
会
議
所
会
員
＝
無
料

○
鹿
屋
商
工
会
議
所
非
会
員　

　
　
　
　
　
　

＝
２
，
０
０
０
円

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５

も
こ
の
機
会
に
、
毎
日
の
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
の

大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、

水
道
水
源
の
「
水
質
保
全
」
に
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
上
下
水
道
部
業
務
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
８
０
０

企
業
の
皆
さ
ん
へ
！

求
人
申
込
書
の
提
出
は
早

め
に
お
願
い
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や
で
は
、

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
用
の
求

人
を
６
月
20
日
（
金
）
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
高
校
生
は
、
９
月
16

日
（
火
）
か
ら
の
選
考
に
合
わ

せ
、
夏
休
み
中
に
応
募
先
と
な
る

企
業
を
絞
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
地
元
で
の
就
職
を
希
望
し
て

い
る
高
校
生
は
全
体
の
半
数
以
上

で
す
が
、
例
年
、
県
外
求
人
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

新
卒
者
の
希
望
を
か
な
え
る
た

め
に
も
、
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
の
や
へ
求
人
申
込
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
１
３
５

市
立
図
書
館
の
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

　

市
立
図
書
館
は
、
蔵
書
点
検
、

館
内
整
理
の
た
め
、
次
の
と
お
り

休
館
と
な
り
ま
す
。

● 

期
間
＝
６
月
10
日
（
火
）
〜
19

日
（
木
）

問
市
立
図
書
館　

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

河
川
愛
護
作
業
に
使
用
す

る
草
刈
機
の
混
合
油
を
支

給
し
ま
す

　

県
で
は
、
河
川
愛
護
作
業
実
施

団
体
へ
の
支
援
措
置
と
し
て
、
草

刈
機
の
混
合
油
を
１
団
体
に
つ
き

10
リ
ッ
ト
ル
以
内
で
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

混
合
油
の
支
給
を
希
望
す
る
団

体
は
、
作
業
実
施
の
２
週
間
前
ま

で
に
団
体
名
・
代
表
者
名
・
作
業

実
施
日
・
作
業
予
定
区
間
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
市
道
路
建
設
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
８

特定健康診査、長寿健診を受診しましょう特定健康診査、長寿健診を受診しましょう
●対象者　
　 40 歳以上 74 歳以下の国民健康保険被保険者及
び後期高齢者医療被保険者
●受診料　無料
●受診方法　
　 指定医療機関で受診する病院健診か各地区公民
館等で実施する集団健診のいずれかで受診
●受診期間
○病院健診　11 月 29 日（土）まで
○集団健診　  ６月   4 日（水）～ 12月 12日（金）
※ 集団健診の日程や指定医療機関については、６月
に町内会を通じて配布される健康カレンダーを
ご覧になるか、市ホームページをご覧ください。

●健診内容
　 身体計測、腹囲測定、血圧測定、尿検査、血液検
査（貧血、肝機能、脂質、糖代謝、血清クレアチ
ニン）、心電図、眼底検査
●情報提供について
　 市の特定健診（国民健康保険）の受診率向上のた
めに、次の対象者は健康診査の検査データの情報
提供にご協力をお願いします。
○病院で血液検査をしている人
　 特定健康診査受診券（ピンク色）と健康保険証を
持参し、かかりつけ医に相談してください。
○国保加入者で職場で健診を受けた人
　 健診結果を市健康保険課へ郵送又は持参してく
ださい。

　健康診査を受診し、自分の体の変化を知りましょう。また、健康診査結果に応じた保健指導も受けましょう。

問市健康保険課（1階⑥番窓口）　☎ 0994-31-1162

「住宅用火災警報器」「住宅用火災警報器」を設置していますか？を設置していますか？

　大隅肝属地区消防組合管内での建物火災は４月 30日現在で 27件となっています。これは昨年の４月
末に比べ 11件増え、約 1.7 倍増となっています。
　「住宅用火災警報器」の設置は、住宅火災による死者を未然に防ぐ目的で、平成 16年に消防法改正で
義務付けられました。実際に警報器を設置している家庭で火事に至らなかったという事例も多く報告さ
れています。まだ設置していないご家庭は早期に設置をお願いします。
　すでに設置されているご家庭は、正常に作動するか、
定期的に作動の点検をしましょう。電池式の警報器は電
池の寿命が「５年～ 10年」のものが多く、設置義務化
されてから、電池の交換時期が来ている可能性も考えら
れますので、期限の確認と維持管理をお願いします。
　電池等の交換については、購入店又は電気店へ問い合
わせください。また、設置方法についてはお近くの消防
署へお問い合わせください。

問大隅肝属地区消防組合予防課　☎ 0994-41-7183

す。


